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全国初 育成年代から継続し能力測定・分析

写真左は、協定書を交わした後、記
念撮影する関係者。同右は、協定書
に署名する竹屋理事長・学長

将来のサッカー日本代表選手の育成と地域におけ
る持続可能な競技力向上を目指し、本学と熊本県
サッカー協会、嘉島町で複合型公園・施設COSMOSを
運営する熊本フットボールセンターは４月19日
（日）、包括連携協定を締結しました。相互の人
的・知的・物的資源を活用し、スポーツを通じた人
材育成、競技力向上、および地域社会の発展に寄与
することを目的としています。
大学と都道府県サッカー協会による連携はこれま
でも例がありますが、本学が持つスポーツ医科学分
野の知見を、協会が実施する「トレセン活動（選抜
育成活動）」と具体的かつ継続的に結び付ける取り
組みは、全国初の画期的な試みです。県の各育成年
代のトレセンに所属する男女の小中学生約400人の
体格、体力、運動能力などを継続的に測定・分析し、

データを蓄積。現場の選手育成と学術的な支援をダ
イレクトにつなぐことで、より実践的で質の高い育
成環境の構築を目指します。
ＫＭバイオロジクスアリーナで開かれた締結式で

は、県サッカー協会の藤山直秀副会長、熊本フット
ボールセンターの松下涼太代表取締役、本学の竹屋
元裕理事長・学長があいさつ。竹屋理事長・学長は
「この取り組みを通じ、世界で活躍する選手の育成
に貢献するとともに、熊本で生まれたこのモデルを
広く発信していきたい」と述べました。その後、三
者が協定書に署名しました。
締結式は、県サッカー協会が主催する「2026熊本

県FAトレセン保護者説明会」の前に行われ、400人
を超える保護者が新たな育成プロジェクトのスター
トを見守りました。（入試・広報課）

政府は４月28日（火）、春の褒章
を発表し、学術研究や芸術、スポー
ツなどの分野で活躍した人に贈られ
る紫綬褒章に、健康・スポーツ教育
研究センター長の荒木栄一特任教授
が選ばれました。
荒木特任教授は、糖尿病学の分野
において、インスリン受容体遺伝子
転写調節機構を解明。受容体以降の
シグナル分子IRS-1やIRS-2を発見し、
これらの糖尿病病態への関与を明ら
かにしました。また、これらの知見
を新規糖尿病治療法開発に繋げ、糖
尿病学分野の発展に貢献しました。

受章にあたり荒木特任教授は「私
の約40年にわたる研究の中で、イン
スリン作用を種々の細胞に伝えるイ
ンスリン受容体や、インスリン受容
体からのシグナルを細胞内で分岐伝
達するIRS-1、IRS-2といった分子の
発現調節機序およびシグナル伝達機
序の一端を解明できたことを大変嬉
しく思っております。これまでの成
果が、糖尿病の予防や治療に貢献で
きることを祈念するとともに、私自
身もさらに研鑽を重ねてまいりたい
と考えております」とコメントしま
した。（NL編集部）

荒木特任教授に紫綬褒章
春の褒章糖尿病学分野の発展に貢献

県サッカー協会などと包括連携協定

荒木栄一特任教授



2019年末よりはじまった新型コロナウイルス感染症によるパ
ンデミックは、大学教育にも大きな影響を与えました。この春
卒業した学生はコロナ禍真っただ中に入学し、PCR検査や一部
の科目では遠隔による講義、月ごとに時間割が変わるなど大変
な学生生活を送りました。
しかし、2023年５月に新型コロナウイルス感染症が「２類感
染症」から「５類感染症」に変更されたことにより、大学にも
活気が戻り、国家試験対策も様々な取り組みが行えるようにな
りました。その結果、2025年度の国家試験は、理学療法士、作
業療法士、保健師、助産師では合格率100%を達成しました。一
方、臨床検査技師、看護師、言語聴覚士は惜しくも全員合格と
はなりませんでしたが、全国平均を上回る合格率を達成するこ
とが出来ました。
このような素晴らしい結果となったのは、最後まであきらめ
ずに頑張った学生の努力は勿論ですが、日々様々な国家試験対
策に取り組んでこられた各学科・専攻の先生方をはじめ、教職
員の皆様のおかげです。この場をお借りして深く感謝申し上げ
ます。

2025年度国試総括

上妻行則 国家試験対策委員長

ユニークな「学び」34講座
学部１年次生を対象とした学科混成の少人数ゼミ「基礎セミ
ナー」が４月から毎週水曜の３、４限目に開講されています。
本学教養教育の目玉科目のひとつ。多彩な内容の34講座が用意
され、学生たちは形にこだわらない大学ならではの学びを体感
しています。
「米粉を知って、米粉スイーツを作ろう」「折り紙を楽し
む」「人生ゲームを創ろう」―。本年度も担当教員の専門分野
はもちろん、趣味や特技などを生かしたユニークな講座が目白
押しです。１講座あたりの受講生は、学科・専攻の垣根を越え
た12人程度で編成。入学間もない新入生にとっては、「学び」
の幅の広さを知る機会になるとともに、新しい仲間づくりの
きっかけにもなっています。
学修の成果を披露する合同発表会は７月22日（水）に予定さ
れています。（NL編集部）

教職員一丸の取り組みが好結果に

臨床検査技師国家試験前日、太宰府天満
宮で合格祈願をする学生たち

多彩な内容「基礎セミナー」

和気あいあいな雰囲気の中で進められ
る「基礎セミナー」。教員と学生の距
離が近いのも特徴です



「地域在住高齢者の長期ケアと尊厳ある
看取りをどのように支えるか」をテーマに
した令和８（2026）年度第１回学術講演会
（国際シンポジウム）が４月15日（水）、
1300L講義室で開催されました。熊本と台湾
をつないだ講演会の様子を、竹熊千晶教授
（保健科学研究科）に報告していただきま
した。

台湾でも日本と同様に少子高齢化が急速に進
み、高齢者の長期ケアをどのようにしていくか
が大きな社会課題になっています。今回のシン
ポに合わせ、台湾で実際に長期ケア「共生の
家」を実践している施設関係者、現地住民代表、
国会議員や地域医療関係者のみなさんに通訳者
を入れた17名が来熊、来学されました。
基調講演では、厚生労働省医務技監の迫井正

深氏が、日本の高齢化の特徴、地域包括ケアシ
ステムの考え方と在宅医療の位置づけを説明。
地域差を伴いながらケアニーズが変化する中で
「ご当地システム」による現場実装こそが最大
のチャレンジであり、尊厳ある看取りを支える
のは地域社会での連続した支援であるという内
容でした。
引き続き、台湾衛生福利部次長の呂健徳氏が

Zoomで台湾の現在の政策と今後の展開について
話題提供。交流団長で元台湾行政院政務委員・
小児科医でもある陳錦煌氏からは、自身が地域
で行っている活動の報告がありました。また、
地方行政の立場からは、熊本県長寿社会局局長
の竹中良氏が、縁側づくり事業、認知症対策、
ペットとの共生、地域資源活用事例など、県の
取り組みを紹介。最後に、全国ホームホスピス
協会理事長の市原美穂氏が「ホームホスピスと
は何か、最期まで生ききることをささえるホー
ムホスピス」と題した報告を行い、意見交換を
行いました。
シンポジウムには台湾、学内教職員、県職員、

公衆衛生看護学専攻学生、学外の保健医療福祉
職者など計97名の参加者があり、日本と台湾で
制度設計にあたる立場の人たち、目の前の地域
の課題に取り組む実践者、これから保健医療に
従事する学生たちにより、熱量の高いシンポと
なりました。今後とも交流しながら情報共有し
学び合うことが超高齢多死社会を生きる力にな
ると思われます。本学の役割の大きさを痛感し
ました。

全学科・専攻を対象とした4年生保護者会を４月18日
（土）に開催し、154組182人の保護者の参加がありまし
た。全体会での学長挨拶・概況説明、学部長挨拶に続き、
各学科・専攻に分かれての分科会、希望者に対しての個
別面談を行いました。保護者からは「今日は来てよかっ
たです」、「就職に向けて支援をお願いします」という
声が聞かれました。４年生の実習、進路決定、国家試験
合格に向けて保護者と教職員が力を合わせながら引き続
き学生をサポートしていきたいと思います。（就職・実
習支援課）
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令和８年度学術講演会（国際シンポ）報告寄 稿

保健科学研究科 竹熊 千晶教授

台湾からの訪問団も参加

就活、国試対策…４年生保護者会

４年生保護者会全体会の会場

基調講演に立つ迫井氏台湾での実践を紹介する
陳氏

学術講演会の会場。台湾からも17人の参加
がありました



学生にインタビューするくまモン

県政番組「GO！くまモン☆ナビ」の撮影が４月24日
（金）、本学で行われました。TKU（テレビ熊本）の取材
クルーが来訪し、公衆衛生看護学専攻科の学生インタ
ビューや授業風景の収録を行いました。撮影には熊本県
のPRキャラクター・くまモンも登場。愛くるしい姿を見
せると、学生や教職員から自然と笑顔がこぼれ、撮影現
場は終始和やかな雰囲気に包まれていました。学生イン
タビューでは、日頃の学びや将来の目標について語る様
子が収録され、授業風景では、地域の健康を支える保健
師を目指す学生の姿が紹介されました。番組は５月30日
（土）20時54分にTKUで放送予定です。（入試・広報課）

「事務職員による勉強会（仮称）」として
昨年度２回のトライアルを開催してきた取り
組みが、令和8年度から正式に「KUMAHO Staff
Learning+（通称：スタプラ）」と銘打ってス
タートしました。新名称には、事務職員が気
軽に参加し、学びを通じてつながりを広げて
いく「学びのコミュニティ」として育ててい
きたいという思いが込められています。
スタプラは、原則として毎月第３金曜午後
３～４時に定例開催。偶数月は「クマホの未
来創造チーム」、奇数月は事務局長が主催す
る形で運営されます。幅広いテーマや柔軟な
開催形式により業務改善のヒントや部署を越
えた交流の機会を提供していく予定です。
正式スタート後初となった４月17日（金）
は、入試・広報課の隈部拓朗さんを講師に、
「本学の学生募集について」をテーマに開催
しました。会場となったキャンパステラス・
コロシアムには多くの職員が集まり、学生募

集の現状や広報活動の工夫などについて理解
を深める有意義な時間となりました。
次回は ５月22日（金）に開催予定です。事
務職員の皆さんの積極的な参加をお待ちして
います。（クマホの未来創造チーム）
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「スタプラ」本格始動
KUMAHO Staff Learning+

業務改善、交流…
月１回の定例会合

銀杏アラカルト

■くまモン登場 県政番組を収録

初開催の「スタプラ」。本学の学生募集状況
について説明する隈部さん

※「NEWSLETTER328号」は５月18日（月）に配信します。

行事予定（５月８日～５月18日）

５/15（金） 開学記念日（休日）

５/18（月）～６/30（火） 【オンデマンド】保護者会(看護３年,OT３年,ST２年)


